












目的:Reye 症候群では血液および脳内にチラミンやオクトパミンなどの生体アミンが増加

し、意識障害がおこったり、中枢神経症状が発現することが知られている。このことは本

症の病理学的特徴であるミトコンドリア障害と関連があると考えられている。そこで今回

は、正常ラットの肝培養細胞に対してチラミンのおよぼす形態学的変化を観察した。 


